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ネットや雑誌に広告が出ている通信販売で「“お試し”のつもりで商品を注文したが、

“定期購入”になっていた」、また、「正規の通販サイトに注文したつもりが、商品が

届かず、事業者と連絡がつかなくなった」といった契約トラブルが増えています。 

 

 

最初にご紹介した事例は「定期購入トラブル」と呼ばれているもので、健康食

品や化粧品などの通信販売で多く発生しています。 

よくある手口は「初回お試し○○円」など、通常価格より安い価格を大きく表示する

一方、「定期購入契約が必要」などの契約条件は、小さな文字で表示していたり、別の

箇所で表示したりするというものです。 

こうした手口に引っかからないため 

には、広告内に表示された契約条件を 

十分確認してから注文することが大切 

ですが、最近は「スマートフォンで注 

文したため、文字の表示がよく見えず、 

契約トラブルに遭った」という事例が 

急増しており、特に注意が必要です。 

画面の保存機能や拡大機能を上手に利 

用して表示の確認漏れを防ぎましょう。 

また、解約を申し出ようとしたとこ 

ろ、「事業者の電話がいつも話し中で 

つながらない」「初回価格だけ支払え 

ばよいと思っていたのに、事業者から 

通常価格で請求された」という事例も 

あります。このようなときは、すぐに 

消費生活センターにご相談ください。 

「「「定定定期期期購購購入入入トトトラララブブブルルル」」」～～～スススマママーーートトトフフフォォォンンンかかからららののの注注注文文文ははは特特特ににに注注注意意意!!!!!!   

・小さい文字で目立たない 

。5回分支払え 

資料：国民生活センター 



 

   

■消費生活相談窓口（横須賀市消費生活センター）  

        ● 電 話     ８２１―１３１４（相談専用電話） 

        ● 相談受付時間  月曜日～金曜日 ９：00～16：00 

（祝日、年末年始の休館日は除く） 

※ 対象は横須賀市民のみです。 

 

 

 

 

もうひとつ、ネットの通信販売で危険なのが「詐欺的な模倣サイト」です。 

既存の通販サイトを模倣、あるいは大手企業のロゴやカタログ写真を無断で使用して、

消費者を信用させておいて、代金の決済後、商品自体を送ってこなかったり、カタログ

写真とは別の商品（ニセモノを含む）を販売したりという手口が使われています。 

模倣サイトを見分けることは非常に難しいのですが、一般に次のような特徴があると

言われています。 

また、詐欺的な模倣サイトについては、カード支払いで個人情報が盗まれ悪用される

という2次被害の問題が指摘されています。万一、カード支払いをしてしまったら、速

やかにカード会社に連絡し、悪用防止のためカード番号の変更を申し出ましょう。 

 

 

 

通信販売では、事業者が、契約の撤回や解除に関する特約（特別な決まり）を

予め表示していた場合は、その特約に従い、予め特約を表示していない場合は、商品を

受け取った日から 8日間のうちに解約・返品できるというのが基本的なルールです。 

くれぐれも怪しい通販サイトとは契約をしないこと、万一代金を支払ってしまったら、

すぐに消費生活センターにご相談ください。 
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資料：消費者庁 

会社を名乗って 
いるのに振込先が 
個人名義の口座 


